
自
由
が
丘
駅
周
辺
各
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ

ト
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
な
ど
、
公
民
連
携
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
自
由
が
丘
駅
周
辺
地
区
で

は
、
地
元
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
動
き

が
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

自
由
が
丘
一
丁
目
29
番
地
区
で
は
、
平
成

29
（
２
０
１
７
）
年
５
月
に
関
係
権
利
者
が

再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
し
、
令
和
２

（
２
０
２
０
）
年
10
月
に
は
市
街
地
再
開
発

事
業
の
都
市
計
画
を
決
定
。
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
１
月
に
は
市
街
地
再
開
発
組

合
を
設
立
し
ま
し
た
。
市
街
地
再
開
発
事
業

で
は
、
敷
地
統
合
・
共
同
建
替
え
、
土
地
の

高
度
利
用
に
よ
る
街
区
再
編
を
行
い
、
低
層

階
の
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
の

維
持
・
創
出
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
環
境

の
整
備
、
地
区
全
体
の
防
災
性
向
上
と
魅
力

と
活
力
の
あ
る
商
業
拠
点
の
形
成
を
図
っ
て
い

ま
す
。
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
11
月
よ
り

地
下
３
階
、
地
上
15
階
建
て
、
建
物
高
さ
60

ｍ
の
複
合
施
設
の
新
築
工
事
に
着
手
し
、
令

和
８
（
２
０
２
６
）
年
に
開
業
の
予
定
で
す
。

自
由
が
丘
東
地
区
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
区
が
支
援
し
、
平
成
31

（
２
０
１
９
）
年
４
月
に
関
係
権
利
者
が
市

街
地
再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
。
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
12
月
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
２
月
に
は
地
域
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め

に
準
備
組
合
が
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
同

年
４
月
に
街
づ
く
り
提
案
書
を
区
に
提
出
し

ま
し
た
。
区
は
こ
れ
を
受
け
て
、
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
10
月
８
日
に
都
市
計
画
の

決
定
を
し
ま
し
た
。
市
街
地
再
開
発
事
業
で

は
、
都
市
計
画
道
路
の
先
行
拡
幅
や
敷
地
統

合
と
共
同
建
替
え
、
土
地
の
高
度
利
用
に
よ

る
街
区
再
編
を
行
い
、
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
、
駅
前
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
創

出
と
活
用
、
駅
前
防
災
機
能
の
強
化
、
み
ど

り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
出
、
都
市
環
境
へ

の
配
慮
と
駅
前
不
足
機
能
（
駐
輪
場
、
喫
煙

所
等
）
の
確
保
を
図
る
予
定
で
す
。

自
由
が
丘
駅
前
地
区
で
は
、
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
９
月
か
ら
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
補
助
１
２
７

号
線
沿
道
権
利
者
が
話
し
合
う
分
科
会
を
開

催
し
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
11
月
に
駅

前
地
区
再
開
発
準
備
会
を
設
立
。
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
７
月
に
は
関
係
権
利
者
が

市
街
地
再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
し
ま
し

た
。
都
市
計
画
道
路
の
拡
幅
や
敷
地
統
合
と

共
同
建
替
え
、
土
地
の
高
度
利
用
に
よ
る
街

区
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
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洗
練
さ
れ
た
街
、自
由
が
丘
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て

自
由
が
丘
駅
周
辺
は
、
目
黒
区
を
代
表
す

る
商
業
集
積
地
の
一
つ
で
す
。
周
辺
の
良
好

な
住
宅
地
に
も
店
舗
が
点
在
し
、
文
化
性
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
洗
練
さ
れ
た
街
と

し
て
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
建
物
の
老
朽
化

に
よ
る
防
災
性
の
低
下
、
都
市
基
盤
整
備
の

遅
れ
に
よ
る
歩
行
者
と
自
動
車
の
錯
そ
う
、

鉄
道
に
よ
る
街
の
分
断
な
ど
、
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
解
決

の
た
め
、
目
黒
区
で
は
、「
中
心
市
街
地
活

性
化
法
（
通
称
）
」
に
基
づ
く
「
目
黒
区
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

都
市
の
更
新
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
公
民

連
携
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
会
社

（
株
）ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

目
黒
区
が
策
定
し
た
「
目
黒
区
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

も
自
由
が
丘
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

行
っ
て
き
た
商
店
街
振
興
組
合
や
住
区
住
民

会
議
・
町
会
等
が
主
体
と
な
っ
て
、
平
成
14

（
２
０
０
２
）
年
７
月
に
ま
ち
づ
く
り
会
社

「（
株
）ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」（
以
下
、ジ
ェ

イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
）
を
設
立
。
翌
年
に
は

「
Ｔ
Ｍ
Ｏ（
T
o
w
n 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t 

O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
）
構
想
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
自
由
が
丘
ら
し
さ
の
継
承
と
人
に
や
さ
し

い
街
づ
く
り
」。
商
業
の
活
性
化
と
良
好
な

住
環
境
の
保
全
に
努
め
な
が
ら
、
一
体
的
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
的
に
、

広
域
生
活
拠
点
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。平
成
21（
２
０
０
９
）

年
か
ら
は
、「
自
由
が
丘
ら
し
さ
」
を

守
り
、
住
宅
地
と
商
業
地
が
互
い
に

寄
り
添
い
高
め
あ
う
街
並
み
を
育
ん

で
い
く
こ
と
を
目
標
に
、「
自
由
が
丘

地
区
街
並
み
形
成
指
針
」
の
運
用
を

開
始
。
住
宅
ゾ
ー
ン
の
緑
化
や
、
洗

練
さ
れ
た
店
舗
周
り
と
居
心
地
の
よ

い
・
歩
い
て
楽
し
い
商
業
ゾ
ー
ン
な

ど
、
自
由
が
丘
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

６
月
に
は
、
目
黒
区
が
ジ
ェ
イ
・
ス

ピ
リ
ッ
ト
を
都
市
再
生
推
進
法
人
（
都
市
再

生
特
別
措
置
法
に
よ
り
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
法
人
と
し
て
市
区
町
村
が
指
定
す

る
も
の
）
に
指
定
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
を
設
立
し
、地
元
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
活
発
に

目
黒
区
は
平
成
13
年
度
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す「
目
黒
区
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」を
策
定
。

こ
の
計
画
を
受
け
て
自
由
が
丘
地
区
で
は
、安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
や
防
災
性
の
向
上
、魅
力
と
活
力

の
あ
る
商
業
拠
点
の
形
成
を
推
進
す
る
た
め
、地
域
主
体
の
再
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
由
が
丘
、未
来
へ
。

目
黒
区
の
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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自
由
が
丘
駅
周
辺
各
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ

ト
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
な
ど
、
公
民
連
携
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
自
由
が
丘
駅
周
辺
地
区
で

は
、
地
元
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
動
き

が
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

自
由
が
丘
一
丁
目
29
番
地
区
で
は
、
平
成

29
（
２
０
１
７
）
年
５
月
に
関
係
権
利
者
が

再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
し
、
令
和
２

（
２
０
２
０
）
年
10
月
に
は
市
街
地
再
開
発

事
業
の
都
市
計
画
を
決
定
。
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
１
月
に
は
市
街
地
再
開
発
組

合
を
設
立
し
ま
し
た
。
市
街
地
再
開
発
事
業

で
は
、
敷
地
統
合
・
共
同
建
替
え
、
土
地
の

高
度
利
用
に
よ
る
街
区
再
編
を
行
い
、
低
層

階
の
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
の

維
持
・
創
出
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
環
境

の
整
備
、
地
区
全
体
の
防
災
性
向
上
と
魅
力

と
活
力
の
あ
る
商
業
拠
点
の
形
成
を
図
っ
て
い

ま
す
。
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
11
月
よ
り

地
下
３
階
、
地
上
15
階
建
て
、
建
物
高
さ
60

ｍ
の
複
合
施
設
の
新
築
工
事
に
着
手
し
、
令

和
８
（
２
０
２
６
）
年
に
開
業
の
予
定
で
す
。

自
由
が
丘
東
地
区
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
区
が
支
援
し
、
平
成
31

（
２
０
１
９
）
年
４
月
に
関
係
権
利
者
が
市

街
地
再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
。
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
12
月
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
２
月
に
は
地
域
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め

に
準
備
組
合
が
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
同

年
４
月
に
街
づ
く
り
提
案
書
を
区
に
提
出
し

ま
し
た
。
区
は
こ
れ
を
受
け
て
、
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
10
月
８
日
に
都
市
計
画
の

決
定
を
し
ま
し
た
。
市
街
地
再
開
発
事
業
で

は
、
都
市
計
画
道
路
の
先
行
拡
幅
や
敷
地
統

合
と
共
同
建
替
え
、
土
地
の
高
度
利
用
に
よ

る
街
区
再
編
を
行
い
、
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
、
駅
前
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
創

出
と
活
用
、
駅
前
防
災
機
能
の
強
化
、
み
ど

り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
出
、
都
市
環
境
へ

の
配
慮
と
駅
前
不
足
機
能
（
駐
輪
場
、
喫
煙

所
等
）
の
確
保
を
図
る
予
定
で
す
。

自
由
が
丘
駅
前
地
区
で
は
、
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
９
月
か
ら
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
補
助
１
２
７

号
線
沿
道
権
利
者
が
話
し
合
う
分
科
会
を
開

催
し
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
11
月
に
駅

前
地
区
再
開
発
準
備
会
を
設
立
。
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
７
月
に
は
関
係
権
利
者
が

市
街
地
再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
し
ま
し

た
。
都
市
計
画
道
路
の
拡
幅
や
敷
地
統
合
と

共
同
建
替
え
、
土
地
の
高
度
利
用
に
よ
る
街

区
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
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30
年
後
の
未
来
を
視
野
に
入
れ
た「
自
由
が
丘
未
来
ビ
ジ
ョン
」

公
民
連
携
に
よ
る「
自
由
が
丘

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

目
黒
区
で
は
、
令
和
２
年
１
月
よ
り
、
町

会
や
商
店
会
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
等
の

多
様
な
構
成
委
員
に
よ
る
「
自
由
が
丘
街
づ

く
り
連
絡
調
整
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
を
地
域
の
方
々
と

き
め
細
や
か
に
共
有
し
、
意
見
の
調
整
を
図

る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
的
な
自
由
が
丘
に
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
２
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
調
整

会
に
お
い
て
、
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
仕
組
み
と
し
て
「
自
由
が
丘

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
以
下
、
エ
リ

ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
統
括
役
と
し

な
が
ら
、
関
係
す
る
組
織
・
団
体
が
フ
ラ
ッ

ト
に
つ
な
が
り
合
う
機
会
で
あ
り
、
未
来
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
、
対
話

を
通
じ
て
１
つ
の
意
思
と
す
る
仕
組
み
で
す
。

地
域
の
方
々
が
自
ら
取
り
組
む

「
自
由
が
丘
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
立
と
と

も
に
、「
自
由
が
丘
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以

下
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
２
年
に
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
が

作
成
し
た
、
自
由
が
丘
の
２
０
５
０
年
頃
の

暮
ら
し
や
街
の
望
ま
し
い
姿
を
描
い
た
「
自

由
が
丘
駅
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
踏

ま
え
て
い
ま
す
。
今
後
予
想
さ
れ
る
社
会
経

済
情
勢
の
急
速
な
変
化
の
中
で
も
、
自
由
が

丘
が
自
由
が
丘
た
り
え
る
文
化
性
を
、
次
代

に
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、
30
年
後
を
視
野
に
し
た
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
道
標
で
す
。

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る
自
由
が
丘
の
将

来
像
は
、「〈
自
由
の
思
想
〉
で
創
造
し
て
い

く
グ
リ
ー
ン
社
会
の
小
さ
な
世
界
都
市
づ
く

り
〜
L
e
a
d 

G
R
E
E
N
〜
」。
ま
ち
づ

く
り
目
標
は
、
以
下
の
５
つ
で
す
。

目
標
１
：
駅
前
と
周
辺
を
安
全
と
楽
し
さ
で

つ
な
ぐ
〝
楽
歩
（
ら
っ
ぽ
）”
環
境
を
つ
く

り
だ
す
…
誰
も
が
安
心
・
快
適
に
回
遊
で
き

る
歩
行
者
空
間
の
創
出

目
標
２
：
人
と
地
球
へ
の
や
さ
し
さ
を
発
現

す
る
〝
緑
装
（
り
ょ
く
そ
う
）”
の
ま
ち
を

つ
く
り
だ
す
…
グ
リ
ー
ン
社
会
を
可
視
化
す

る
景
観
の
創
出

目
標
３
：
と
り
ま
く
変
化
を
先
取
り
し
た
多

様
な
利
用
者
の
受
け
皿
を
つ
く
り
だ
す
…
超

高
齢
社
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
を
支
え
る
建
物

へ
の
更
新

目
標
４
：
ま
ち
を
楽
し
む
誰
も
が
災
害
時
に

慌
て
ず
に
す
む
安
心
感
を
つ
く
り
だ
す
…
人

を
集
め
る
ま
ち
と
し
て
の
防
災
力
の
強
化

目
標
５
：
進
展
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
誰
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
だ

す
…
グ
リ
ー
ン
×
デ
ジ
タ
ル
を
実
装
す
る
市

街
地
の
形
成

「
自
由
が
丘
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」に

基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
目
標
の
１

つ
「
楽
歩
環
境
」
の
創
出
を
目
指
し
た
取
り
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自由が丘
未来ビジョン

令和５年度　写すわーる

エリアプラットフォームによる駅前広場の利活用

令和６年度「ザ・キッズニック！」
駅前広場に人工芝を敷いてピクニック

令和６年度「ザ・キッズニック！」
イベントでは地元にお店を構える店舗が出店

自由が丘エリアプラットフォーム

未来への取り組み～ 23 区の未来図～

組
み
と
し
て
、
令
和
４
年
11
月
と
令
和
７
年

５
月
に
自
由
が
丘
サ
ン
セ
ッ
ト
エ
リ
ア
区
域

内
の
私
道
に
お
け
る
車
両
交
通
抑
制
の
社
会

実
験
を
実
施
し
、
具
体
的
な
対
応
方
策
の
検

証
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
６
年
11
月
に
は
、

自
由
が
丘
駅
前
広
場
を
新
た
に
創
出
さ
れ
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
レ
イ
ス
に
見
立
て
、
子
ど
も

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
ザ
・
キ
ッ
ズ
ニ
ッ

ク
！
」（
キ
ッ
ズ
＋
ピ
ク
ニ
ッ
ク
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
由
が
丘
で
の
ま
ち
づ

く
り
の
動
き
を
幅
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目

的
に
、「
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

「
区
職
員
活
用
し
ま
専
科
」を

活
用
し
た
出
張
授
業
を
実
施

目
黒
区
に
は
、
区
内
の
団
体
が
自
主
的
に

行
う
学
習
会
や
区
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校

な
ど
で
の
教
育
活
動
を
対
象
に
、
区
職
員
が

出
向
い
て
区
政
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

説
明
す
る
「
区
職
員
活
用
し
ま
専
科
」
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
区
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
へ
区
職
員
が
出
向

き
、
昨
年
と
今
年
の
２
回
、
小
学
３
年
生
の

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
出
張
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
自
由
が
丘
の
再
開
発
に
つ

い
て
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
Ｖ
Ｒ
を
使
っ
て
説
明
し

た
と
こ
ろ
、
未
来
像
を
見
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
歓
声
が
上
が
り
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
た

く
さ
ん
の
質
問
が
飛
び
交
う
な
ど
、
充
実
し

た
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

休
日
の
自
由
が
丘
を
案
内
す
る

大
学
生
の
組
織「
セ
ザ
ン
ジ
ュ
」

自
由
が
丘
に
は
、
毎
週
日
曜
日
と
祝
日
や

イ
ベ
ン
ト
開
始
時
に
、
自
由
が
丘
の
魅
力
を

伝
え
案
内
す
る
「
セ
ザ
ン
ジ
ュ
」
が
登
場
し

ま
す
。
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
よ
り
活
動

し
て
い
る
産
業
能
率
大
学
の
学
生
団
体
で

す
。
セ
ザ
ン
ジ
ュ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
彼

女
の
天
使
た
ち
」。
自
由
が
丘
駅
前
に
立
つ

女
神
像
（
＝
彼
女
）
に
代
わ
っ
て
、
街
を
守

る
天
使
た
ち
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
セ
ザ
ン
ジ
ュ
は
、
ま
ち
の
案
内
の
ほ

か
、
無
線
を
持
ち
歩
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る

な
ど
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

目
黒
区
が
進
め
る
自
由
が
丘
駅

周
辺
地
区
都
市
基
盤
整
備

自
由
が
丘
駅
周
辺
地
区
で
は
、
地
元
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
化
す
る
一
方
で
、
踏

切
や
低
い
架
道
橋
、
都
市
計
画
道
路
と
い
っ

た
都
市
基
盤
の
整
備
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
ま

ち
づ
く
り
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
黒
区
で

は
、
自
由
が
丘
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る
都
市

基
盤
（
道
路
、
鉄
道
、
駅
前
空
間
な
ど
）
の

現
況
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
ま
ち
づ
く
り

と
一
体
的
な
都
市
基
盤
整
備
の
基
本
方
針
と

取
り
組
み
を
示
す
、「
自
由
が
丘
駅
周
辺
地

区
都
市
基
盤
整
備
構
想
」
令
和
５
年
４
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

都
市
基
盤
整
備
の
基
本
的
方
向
性
は
、
①

土
地
利
用
・
都
市
機
能
の
受
け
皿
を
確
保

し
、
防
災
力
や
歩
行
者
の
回
遊
性
を
高
め
る

「
市
街
地
の
一
体
的
な
更
新
」、
②
『
人
が
主

役
と
な
る
ま
ち
』
の
交
通
と
土
地
利
用
を
支

え
る
「
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」、
③

道
路
や
市
街
地
の
更
新
を
一
体
的
に
進
め
る

た
め
の
「
道
路
と
鉄
道
の
立
体
化
」
と
い
う

３
つ
の
軸
の
達
成
で
す
。
市
街
地
・
道
路
・

鉄
道
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
基
盤
整
備
に
よ

り
、
目
黒
区
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
令
和
５
年
４
月
改
定
）
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
自
由
が
丘
ら
し
さ
の
継
承
と
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
自
由
が
丘
ら
し
さ

を
共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

令
和
８
年
に
は
自
由
が
丘
駅
前
に
15
階
建

て
の
複
合
施
設
が
完
成
す
る
な
ど
、
自
由
が

丘
地
区
の
再
開
発
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。
地
域
の
方
か
ら
は
「
ま
ち
の
魅
力
が
増

し
て
、
多
く
の
人
が
来
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
等
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。

目
黒
区
で
は
、
地
域
の
方
々
と
検
討
し
、

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、「
居
心
地
が
よ
く
、

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、「
こ

れ
か
ら
の
自
由
が
丘
ら
し
さ
」
を
共
有
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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組
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令
和
７
年

５
月
に
自
由
が
丘
サ
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セ
ッ
ト
エ
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ア
区
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方
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自
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前
広
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創
出
さ
れ
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
レ
イ
ス
に
見
立
て
、
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ど
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し
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ト
「
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！
」（
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ク
）
を
開
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し
ま
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。
ま
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、
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が
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で
の
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り
の
動
き
を
幅
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く
周
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こ
と
を
目

的
に
、「
ま
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り
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行

し
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ま
す
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「
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、
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的
に
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・
中
・
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学
校
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出
向
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区
政
の
取
り
組
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な
ど
に
つ
い
て

説
明
す
る
「
区
職
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活
用
し
ま
専
科
」
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
区
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
へ
区
職
員
が
出
向

き
、
昨
年
と
今
年
の
２
回
、
小
学
３
年
生
の

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
出
張
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
自
由
が
丘
の
再
開
発
に
つ

い
て
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
Ｖ
Ｒ
を
使
っ
て
説
明
し

た
と
こ
ろ
、
未
来
像
を
見
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
歓
声
が
上
が
り
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
た

く
さ
ん
の
質
問
が
飛
び
交
う
な
ど
、
充
実
し

た
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

休
日
の
自
由
が
丘
を
案
内
す
る

大
学
生
の
組
織「
セ
ザ
ン
ジ
ュ
」

自
由
が
丘
に
は
、
毎
週
日
曜
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と
祝
日
や

イ
ベ
ン
ト
開
始
時
に
、
自
由
が
丘
の
魅
力
を

伝
え
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内
す
る
「
セ
ザ
ン
ジ
ュ
」
が
登
場
し

ま
す
。
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成
21
（
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）
年
よ
り
活
動

し
て
い
る
産
業
能
率
大
学
の
学
生
団
体
で

す
。
セ
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ン
ジ
ュ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
彼

女
の
天
使
た
ち
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自
由
が
丘
駅
前
に
立
つ

女
神
像
（
＝
彼
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）
に
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わ
っ
て
、
街
を
守

る
天
使
た
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と
い
う
思
い
が
込
め
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て
い

ま
す
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ジ
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、
ま
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の
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内
の
ほ

か
、
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線
を
持
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、
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に
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（
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、
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、
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前
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と
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か
に
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、
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と
一
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的
な
都
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基
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整
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の
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と
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を
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す
、「
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が
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地
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都
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整
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令
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４
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や
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を
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の
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の
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と
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は
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が
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前
に
15
階
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の
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合
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が
完
成
す
る
な
ど
、
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が
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地
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の
再
開
発
は
着
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と
進
ん
で
い
ま

す
。
地
域
の
方
か
ら
は
「
ま
ち
の
魅
力
が
増

し
て
、
多
く
の
人
が
来
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
等
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。
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で
は
、
地
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の
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と
検
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、
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を
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な
が
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居
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、
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を
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